
 

 

 

 

 

インターネットを活用した不登校対策実証事業について 

  

１ 趣  旨 

  本市では、不登校児童生徒への多様な居場所を提供するため、家族以外との関わりを

もてていない児童生徒の自立支援の場として、今年度、新たに初期の適応指導教室  

「とまり木教室」を設置し、不登校対策の充実を図ってきた。 

  今回、新たに、家族以外との関わりがもてず、「とまり木教室」にも来ることができな

い児童生徒の居場所として、インターネット上の仮想空間を開設し、来年度からの本格

実施に向けた実証事業を実施するもの。 

 

２ 実施内容 

 ⑴ 事業内容  インターネット上に構築された2次元の仮想空間（メタバース）を活用 

し、コミュニケーションの機会をもつための居場所を提供。 

 

⑵ 対  象  家族以外と関わりをもてていない不登校児童生徒 

        ※モデル校として選定した市内中学校3校 （最大25名） 

 

⑶ 開催日数  9月～11月中の4日間 （1日につき2時間） 

        初回：9月26日（木）①13:00～13:45 ②14:15～15:00 

 

⑷ 配信場所  教育総合研究所 情報・研修センター（情報工房 2階） 

         

 

【裏面に続く】 
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⑸ 実施内容  ・ホームルーム   （出席確認、予定確認） 

  （予定）  ・ウォーミングアップ（クイズ、なぞなぞ等） 

        ・フリートーク   （自由参加）      ほか 

 

３ メタバースのイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ その他 

 ・県内では2市が実施中。西濃地区では本市が初の試みとなる。 

 ・本事業は、教育総合研究所所員が担当する。 

 ・参加希望者は、申し込み後、開催日に指定の方法で入室し、出題されるクイズやなぞ

なぞに参加したり、個別に興味のある教材をやってみたりしながら活動する。 

  


